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旅程

期間：2024年12月14日～20日
訪問先：コーネル大学（アメリカ）

• 1865年設立の私立大学
メインキャンパス：ニューヨーク州イサカ

• アイビーリーグ所属
THE世界大学ランキング20位

• 学部数：8
大学院数：7

• 学生数：26,793人
教職員数：11,674人
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旅程

12月16日～17日：Olin Library, Mann Library（イサカ）
12月18日：Weill Cornell Medicine（マンハッタン）

メンバー：図書館長、電子ジャーナル契約担当主査、
機関リポジトリ担当、医学系分館職員、URA（計5名）
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研究データ管理

Cornell Data Services
Data Management Plan の作成からストレージ選定まで至れり尽くせり

研究を始めようかな（と研究者が思ったら）
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ｃ

研究開始前に DMP Tool を参考にして DMP を作成

研究データを管理するストレージを Data Storage Finder で選定

研究スタート！

研究中も、研究データのデジタル化や分析までサポート



DMP Tool
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• 既存の DMP を参考にして作成を進めることができる
資金提供者・機関・言語・主題で絞り込み、用語検索

• 各資金提供者ごとのテンプレートもあり

“Public Plans”. DMP Tool. https://dmptool.org/public_plans（最終閲覧日：2025/5/26）

https://dmptool.org/public_plans


Data Storage Finder

• 研究で扱うデータの特性を入力するだけで、利用できる
ストレージサービスを絞り込み比較できる

• コーネル大学図書館職員とコーネル大学IT部門が内製
コードが GitHubで公開されている
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扱うデータの特性について
チェックを入れていくだけ 選択したストレージ

間で比較ができる
“Data Storage Finder”. Cornell Data Services. https://finder.research.cornell.edu/（最終閲覧日：2025/5/26）

https://github.com/CornellCustomDev/CD-finder
https://finder.research.cornell.edu/


セキュアなストレージ・分析環境

• 限られた管理者のみアクセス可能なセキュアなシステム
• AWS 上に完全に閉じた計算資源を確保し、外部ネットワークとの
接続ができないようになっている

• こちらも研究データの特性に合わせてストレージを選定可能

6“Storage Wizard”. Weill Cornell Medicine Information Technologies & Services. 
https://wcmcprd.service-now.com/storage_wizard.do?（最終閲覧日：2025/5/26）

https://wcmcprd.service-now.com/storage_wizard.do?


メタデータスキーマ

• 分野によってスタンダードな形式あり

• readme
連絡先、データに適用される制限やライセンス情報、引用文献、
プロトコルや略語の説明、親フォルダ etc.
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“Writing READMEs for Research Data”. Cornell Data Services. 
https://data.research.cornell.edu/data-management/sharing/readme/
（最終閲覧日：2025/5/26）

https://data.research.cornell.edu/data-management/sharing/readme/


データキュレーション

データキュレーターチームが事前にデータ確認

研究者がデータセット、ドキュメント、メタデータファイル、
readme ファイル等を提供

ファイルレベルでキュレーション、フィードバックとアドバイス
ファイルが揃っているか、開いて正常に動作するか

• DCN（Data Curation Network）に所属
データセットを DCN に送信→ 他機関のキュレーターへ
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デジタル化支援 DCAPS

アナログデータからデジタルデータへの変換
様々な機材を用いて専門スタッフがサポート
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デジタル化支援 Digital Colab

• デジタルデータを扱うための支援
ライブラリアン3名（＋図書館の他スタッフもサポート）

例えば...…
テキストマイニング、機械学習やアルゴリズムの使用、
データベースの作成、メタデータ付与、データの可視化
等を支援（かなり専門的）

• 様々な学部の学生や研究者の集まる場として、
関連する研究内容を持つ研究者を紹介するという支援も
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著作権サポート

• 包括的なウェブサイトを作成
パブリックドメインのチャートが特に人気

• ウェブサイト＋アウトリーチで提供する教育活動

11“Copyright Services: Copyright 101”. Cornell University Library.
https://guides.library.cornell.edu/copyright（最終閲覧日：2025/5/26）

https://guides.library.cornell.edu/copyright


著作権サポート

• 過去には著作権サービスチームが構成されており
図書館の著作権に関すること全般を担当
現在は教員の出版契約に重点を置く

• 教員は著作権やフェアユースに関する意識があまりない
出版契約に署名する前に質問してもらう、何に注意すべきか
知ってもらう（署名した後になって権利を失うことになると気づく）

• 博士課程の学生のためのプログラムでも著作権を担当
出版前に注意すべき点について具体的に説明
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ORCID ID

• 2012年～ ORCID の Organizational Member に所属
（創設時からの初期メンバー）

• 新入学の大学院生は2学期の終わりまでにORCID ID の取得義務あり
→ Affiliation Manager を利用して新入生のリストを ORCID に

一括インポート・管理
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“ORCID: Introduction”. Cornell University Library.
https://guides.library.cornell.edu/orcid （最終閲覧日：2025/5/26）

https://guides.library.cornell.edu/orcid


ORCID ID

• 図書館で ORCID ID を管理しているのは院生のみ
研究者はトラッキングしていない

• ORCID ID を使って研究者の出版物を追跡することは行っていない
学部ごとに独自ルール・ポリシーを所持
＝大学全体で統一的な方法を使用することができない

• eCommons（機関リポジトリ、DSpace）とは未連携
Dspaceをバージョンアップすると著者 ID とORCID ID を
統合可能になる
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最後に OAに関するディスカッション

• OSTP の研究成果公開方針において、パブリックアクセスを
実現する方法とその資金については明確にされていない

• 資金調達における大学の役割と責任について、コーネル大学内
でもはっきりとした合意は得られていない

• APCは高額すぎるので、Gold OA だけで即時OA義務に対応する
のは非現実的

• 様々な分野の論文を、同じ大学の著者が書いたから全て同じ
リポジトリに保存するというのは意味がない

• 機関リポジトリでアーカイブするならば、それらを見つけられる
ようにする仕組みが必要
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～ご清聴ありがとうございました～
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